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コストカット
旅館・ホテルの

Ａ
ｉ
　
Ｇ
ｌ
ｉ
ｅ
ｓ
の
特
徴

　
Ｍ
ｕ
ｌ
ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ａ
（
マ

ル
ベ
リ
ー
、
東
京
都
港
区
）

は
、
宿
泊
施
設
や
医
療
・
介

護
施
設
な
ど
に
対
し
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
な
ど
の
各
種
業
務
用

設
備
と
、
そ
れ
ら
に
関
連
す

る
工
事
を
初
期
費
用
の
か
か

ら
な
い
リ
ー
ス
や
、
割
賦
で

提
供
を
し
て
い
る
。

　
昨
今
の
電
気
料
金
の
高
騰

に
伴
い
、同
社
で
は
、節
電
・

省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
ｉ
　

Ｇ
ｌ
ｉ
ｅ
ｓ
（
ア
イ
グ
リ
ー

ズ
）
」
の
活
用
を
提
唱
し
て

い
る
。

　
従
来
の
デ
マ
ン
ド
監
視
制

御
装
置
は
、
使
用
電
力
の
全

て
を
監
視
し
、
無
駄
な
電
力

の
消
費
を
抑
制
す
る
が
、
建

物
全
体
の
電
力
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
た
め
、
製
品
代
、

工
事
代
と
も
に
非
常
に
高

額
。

　
ま
た
、
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
っ

た
時
に
は
、
手
動
で
制
御
す

る
必
要
が
あ
り
、
使
い
勝
手

の
面
で
も
課
題
が
挙
が
る
。

　
Ａ
ｉ
　
Ｇ
ｌ
ｉ
ｅ
ｓ
は
、

空
調
機
器
に
特
化
し
た
デ
マ

ン
ド
装
置
で
、
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
（
高
い
電
圧
を
施
設
で
使

え
る
電
圧
に
変
換
す
る
機
械

を
収
め
た
設
備
）
と
、
制
御

装
置
を
取
り
付
け
て
使
用
す

る
。
無
線
に
よ
っ
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
た
め
、
「
製
品

代
、
工
事
代
と
も
に
安
価
で

導
入
で
き
る
」
と
社
長
の
柳

川
哲
也
氏
。

　
さ
ら
に
、
「
Ａ
Ｉ
に
よ
っ

て
温
度
や
湿
度
と
い
っ
た
空

間
の
不
快
指
数
を
検
知
す
る

特
許
を
取
得
し
た
不
快
指
数

連
動
制
御
機
能
を
搭
載
し
た

点
が
特
徴
。
季
節
、
気
候
に

合
わ
せ
て
約

分
間
に
平
均

で
３
回
の
送
風
切
り
替
え
を

自
動
的
に
繰
り
返
し
、
快
適

な
空
間
を
保
ち
な
が
ら
大
幅

な
節
電
を
可
能
に
し
た
」
と

柳
川
氏
。

　
削
減
対
象
施
設
は
室
外
機


台
以
上
が
目
安
。
Ａ
ｉ
　

Ｇ
ｌ
ｉ
ｅ
ｓ
を
導
入
し
た
病

院
に
お
い
て
は
、
「
室
外
機


台
を
有
し
、
１
年
間
で
約

４
０
０
万
円
以
上
の
削
減
を

実
現
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

の
回
収
期
間
は
１
年
未
満
」

と
い
う
。

　
電
力
の
削
減
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
必
要
な
書
類

は
、
型
番
の
分
か

る
空
調
機
器
の
図

面
と
１
年
分
の
電

気
料
金
明
細
書
の

２
点
。
現
場
調
査

や
見
積
も
り
は
無

料
で
行
い
、
全
国

対
応
可
能
。
「
お

気
軽
に
問
い
合
わ

せ
を
し
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
話
す
。

シ
ャ
ワ
ー
用
節
水
装
置
（
左
）
と
ナ
ノ

バ
ブ
ル
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド

　
節
水
装
置
の
製
造
、
販
売

を
中
心
に
、
法
人
向
け
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
を
展
開

す
る
ア
ー
ス
ア
ン
ド
ウ
ォ
ー

タ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区
）

は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
節
水
シ

ス
テ
ム
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ｏ
（
ア
ス

ウ
ォ
）」を
提
供
し
て
い
る
。

　
業
界
問
わ
ず
、
全
国
で
約

９
７
０
０
施
設
に
導
入
さ

れ
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
も
、

日
本
の
客
室
数
上
位
１
０
０

社
の
４
割
強
で
活
用
さ
れ
て

い
る
。
「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ｏ
の
導

入
で
宿
泊
業
界
は
平
均
で


％
の
水
使
用
量
の
削
減
と
な

り
、
年
間
で
約
２
５
０
万
円

の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
実
現
し

た
施
設
も
存
在
す
る
」
と
同

社
。

　
光
熱
費
の
値
上
が
り
が
進

む
中
、
節
水
は
湯
の
削
減
か

ら
な
る
「
燃
料
代
削
減
」
も

同
時
に
か
な
う
こ
と
か
ら
導

入
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
業
界
で
唯
一
、
省
エ
ネ
大

賞
を
受
賞
し
た
節
水
装
置

「
エ
コ
タ
ッ
チ
」
シ
リ
ー
ズ

を
シ
ャ
ワ
ー
、
蛇
口
、
ト
イ

レ
に
取
り
付
け
る
こ
と
で
経

費
削
減
を
可
能
に
す
る
。

　
特
に
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
お

い
て
は
近
年
、
マ
イ
ク
ロ
ナ

ノ
バ
ブ
ル
シ
ャ
ワ
ー
の
導
入

が
浸
透
し
て
い
る
。

　
こ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、
同
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
を

組
み
合
わ
せ
た
レ
ン
タ
ル
プ

ラ
ン
を
開
始
し
、
「
一
部
の

客
室
だ
け
で
な
く
、
全
客
室

に
採
用
し
た
旅
館
・
ホ
テ
ル

か
ら
高
評
価
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
」
と
言
う
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
、
毎
月
の

節
水
合
理
化
金
額
の
見
え
る

化
を
行
う
と
と
も
に
、
節
水

で
削
減
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ

排
出

削
減
量
を
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ

ッ
ト
協
会
が
認
証
し
た
「
Ｃ

Ｏ

排
出
削
減
量
活
動
証
明

書
」
の
発
行
や
、
社
会
貢
献

活
動
に
つ
な
が
る
仕
組
み
が

あ
る
。

　
併
せ
て
、
節
水
効
果
を
維

持
す
る
た
め
の
定
期
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
導
入
後
の
サ

ポ
ー
ト
は
厚
く
、
経
費
削
減

を
し
な
が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動

に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
特

徴
。

　
「
過
去
の
水

道
デ
ー
タ
な
ど

を
検
証
し
た

後
、
現
地
調
査

を
実
施
の
上
で

具
体
的
な
水
光

熱
と
Ｃ
Ｏ

削

減
量
の
無
料
診

断
を
実
施
し
て

い
る
た
め
、
気

軽
に
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
け

れ
ば
」と
話
す
。

Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ｘ

シ
ャ
ワ
ー
付
き

　
日
本
イ
ト
ミ
ッ
ク
（
東
京

都
墨
田
区
）
は
、
昨
年

月

に
販
売
を
開
始
し
た
宿
泊
施

設
向
け
の
電
気
瞬
間
湯
沸
器

「
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ｘ

Ｇ
３
０
０
Ａ

１
」
の
活
用
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。
シ
ャ
ワ
ー
用
途
に
適

し
、日
本
全
国
に
設
置
可
能
。

三
相
４
０
０
㌾
電
源
を
利
用

し
、
ヒ
ー
タ
ー
容
量
は

㌔

㍗
。

　
幅
２
５
５
×
奥
行
き

×

高
さ
３
９
７
㍉
と
コ
ン
パ
ク

ト
サ
イ
ズ
で
、
客
室
内
の
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
の
入
り
口
横
に

設
置
し
て
も
、
意
匠
性
を
損

な
わ
な
い
デ
ザ
イ
ン
。

　
国
内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

多
く
は
、

時
間
施
設
内
に

湯
を
循
環
さ
せ
て
保
温
す
る

セ
ン
ト
ラ
ル
給
湯
方
式
を
採

用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
常
に

湯
を
作
り
続
け
る
こ
と
が
必

要
で
、
一
定
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
伴
う
。
加
え
て
、

給
湯
用
の
配
管
に
か
か
る
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
も
高
額
と

い
う
。

　
新
製
品
は
、
客
室
を
中
心

と
し
た
給
湯
が
必
要
な
箇
所

に
小
型
の
給
湯
設
備
を
配
置

す
る
局
所
給
湯
方
式
タ
イ

プ
。
瞬
間
式
の
た
め
、
貯
湯

タ
ン
ク
不
要
で
、
配
管
も
短

く
、
初
期
費
用
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
伴
う
費
用
を
削
減
で

き
る
。

　
瞬
間
式
は
、
「
必
要
な
時

に
必
要
な
分
の
電
気
し
か
使

わ
な
い
た
め
、
維
持
費
の
抑

制
に
貢
献
す
る
。
昨
今
の
電

気
代
な
ど
物
価
高
に
頭
を
悩

ま
す
施
設
の
課
題
解
決
に
役

立
て
ら
れ
れ
ば
」
と
同
社
。

　
併
せ
て
、
使
い
勝
手
に
優

れ
る
設
計
も
特
長
。
本
体
前

面
に
搭
載
し
た
多
機
能
表
示

パ
ネ
ル
で
、
設
定
温
度
を


～

度
で
設
定
で
き
、
給
湯

・
給
水
温
度
、
流
量
を
把
握

で
き
る
機
能
を
兼
ね
備
え
、

施
工
も
容
易
。
給
湯
温
度
が

下
が
っ
た
場
合
で
も
一
定
の

流
量
を
保
つ
「
流
量
優
先
モ

ー
ド
」、設
定
し
た
温
度
を
優

先
し
、流
量
を
可
変
す
る「
温

度
優
先
モ
ー
ド
」
も
用
意
。

　
ほ
か
に
も
、
安
全
弁
を
本

体
に
内
蔵
し
、

配
管
を
ス
マ
ー

ト
に
し
て
、
排

水
処
理
用
の
配

管
を
不
要
に
し

た
。
漏
水
時
に

は
本
体
の
給
水

を
遮
断
す
る

「
漏
水
検
知
機

能
」
を
標
準
装

備
し
た
。ま
た
、


分
の
連
続
出

湯
機
能
を
設
け

る
な
ど
安
全
面

に
配
慮
し
た
。

　
電
気
、
ガ
ス
と
い
っ
た
公
共
料
金
を
は
じ
め
、
食
料
品
や
雑

貨
な
ど
の
値
上
げ
が
多
発
。
総
務
省
統
計
局
に
よ
る
と
消
費
者

物
価
指
数
は
１
月
に
は
約

年
ぶ
り
に
４
・
０
％
を
超
え
、
ま

だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
だ
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
は
節
水
や
節

電
な
ど
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
こ
で
は
「
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
役
立
つ
新
商
品
を
紹
介
す
る
。
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